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本研究の構成は、第 1 章を序論とし、第 2 章は南チロルのルーラルツーリズムと農村女
性について整理し、第 3 章では県内、第 4 章は集落内のネットワークにおける農村女性の
役割の変化について分析する。第 5 章は南チロルのルーラルツーリズムにおける農村女性











農家民宿だが、1985 年にイタリアの国法第 730 号法（通称アグリツーリズモ法）が制定さ
れると、県は農家民宿をアグリツーリズモと改めて制度設計を進めた。そして南チロルのア
グリツーリズモは、農家のみが経営を行う 6 部屋または 10 ベッドまでの宿泊施設で、食事
 4 
は 80%以上の地域産品を出し、観光労働日数が農業労働日数を超過せず、開業時には基本






















































































































         立教大学学位規則第９条の適用により免除。 
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五艘みどり氏に博士（観光学・立教大学）の学位を授与することを可とする。 
